
四ツ谷用水路復活賛成 

班員：青山・加藤・久米・長原・野村・林・物井 



四ツ谷用水の歴史 
 
 

伊達政宗公が、 
  開府時利水のために、 
   当時最高水準の技術を 
    結集させ作った用水路 



四ツ谷用水の歴史 
上水道、下水道、農業用水、防火用水などの用途を兼ねていた 

四ツ谷用水 



 「四ツ谷用水は約300年もの長い間 
    仙台を支えた偉大な歴史を持つ水流でした」 
(四ツ谷用水洗い場跡看板 
        「四ツ谷の水を街並みに!」市民の会) 



明治に入り水路の移設や道路側溝化が無計画に行わ
れた。 
 

汚水が滞留が問題となり、下水道の整備に伴って、暗
渠化・埋め立て化が進み、その姿を消していった。 

 

出典:http://www.city.sendai.jp/gesui/1193233_2478.html 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注目すべきは四谷用水が暗渠化してしまった原因はそもそも、無計画な都市計画が原因であること。歴史的遺構がこのような理由で失われてしまうのは実に惜しい



仙台市ホームページより 



現在は・・・ 

仙台の暮らし・発展を 
支えた 

歴史的・文化的価値の 
高いものが 

このまま放置されて 
いいのか 



私たちからの提案 

青線部は開渠化 
水色部は暗渠のまま 

「大崎八幡宮から春日神社まで 
          用水路を開渠化させよう」 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
その上の構造物も道路だけであること・神社を中心とした地域コミュニティがある．



水路と言うと広い水路を想像しがち・・・ 

大野庄用水 石川県金沢市 



水路は幅の広いものだけではない 
例えば 

田村分水（福生分水） 東京都 
http://hakkaisan-photo.com/y-ok/2013/04/josui-2.html 



例えば 

        府中用水 東京都 
http://tokyoriver.exblog.jp/tags/%E5%BA%9C%E4%B8%AD%E7
%94%A8%E6%B0%B4/ 



このような場所なら、 
わずかなコンクリート護岸工事で 
用水路として再生させることもできるし、用地買収費用も掛からないはず。 

八幡４丁目付近 



幅・用地は今の状態でも問題ない 
 
 
 

流量さえ確保できれば 
復活可能である 



仮に水路の規模を考えてみよう・・ 
 

子供にとっても安全なように，水深は10cm 
幅は，80cm 
 
 
 



流量の計算 
幅80㎝、深さ10㎝なので・・・ 
⇒断面積は0.08㎡，潤辺は1m，径深は0.08m 
 
三面コンクリート張り 
⇒マニングの粗度係数は0.015程度 
用水の勾配は3.5/1000 
流速Vは， 
  V=1/n*R^2/3*Ie＾1/2=0.73m/s 
流量は 
  Q＝V*A=0.058㎥/s(=5000㎥/day) 
 
 
 
 



ところで…… 
●広瀬橋地点における流量の月別変化 

出典：流量年表第52回(1999年) 
http://www.hirosegawa-net.com/data/data02.html 

渇水期にも 
５㎥/sはある！ 



同じ仙台市内、六郷掘・七郷掘は 
最大取水量：0.3㎥/ｓ（暫定豊水水利権） 

 
取水条件：広瀬橋での流量が2.4㎥/sを超える時に限る 

 
⇒同条件で0.058㎥/sを取水できないことがあるだろうか． 
 
 
 
 
 

仙台市若林区七郷堀の様子 
www.hirosegawa-net.com 



  流量が確保できる 

四ツ谷用水の復活は実現可能である 

現在の八幡4丁目付近 イメージ図 



四ツ谷用水復活が 
私たちにもたらすものとは？ 



四ツ谷用水路開渠化による二大メリット 
 

(歴史的・文化的財産の保存) 
＋ 

親水利用 
 ＆ 

非常時の水源としての活用 
 



親水利用 



生活に根差した水辺空間 
地域の人にとっての憩いの場 
 
⇒地元への愛着、 
⇒リラクゼーション効果 



歴史的価値のある水辺を再生させた例 
  
  仙台市「七郷堀」  
 
  平成17年度以前、 
     農繁期のみ通水していた 
    
 
  そのため、農繁期以外は悪臭がし近隣住民からの苦情が多かった。 
            見た目も、もちろんよくない・・・・・ 
   
  



仙台市七郷堀 
  平成17年度より常時通水を開始 



 
 イベントの開催による 
           にぎわい 
 
 
 
 
 



景観効果も・・・！ 



地域住民の実感 
若林区・七郷堀周辺の住民に対して 
       行ったアンケート調査によると… 
 
6 割以上が「水路周辺の景観が良くなった」 
8 割以上が「水路の悪臭がなくなった又は少な
くなった」 

9 割以上が「今後も通年通水を継続して欲し
い」と回答 

（環境省・環境用水事例報告書より） 



親水利用 
 四ツ谷用水を七郷堀のように、 
    地域の人に親しまれる空間に再生しよう！ 

さらに 



親水利用の付属効果として 

地域ぐるみでの活動の場に！ 
   ：（清掃活動・イベント） 
    住民間での結び付きがつよくなる 
 
 
環境学習の一環として 
   ：小・中・高校生の総合学習に組み込む 
         



例として……栃木市の県庁掘 



 
・授業で堀のpHの検査 
   ：こども達の環境への関心がたかまる 
 
・歴史教育の一環として 
     ：「なぜ県庁がない栃木市に 
          県庁堀があるのか?」 
 
 
 
ふるさとの財産をまもろうという意識 
            環境保全の意識のめばえ 



維持管理費の削減にもなる 
大規模な清掃：栃木県の生徒（240人）の課外活動の一環とし
て清掃を実施 

 (環境学習+管理費の大幅な削減) 



四ツ谷用水の場合 
四ツ谷用水のある八幡地区には学校が多い 
伊達政宗が利水のために作った歴史 

 
 
 
 

栃木市のように環境・歴史教育 
地域コミュニティの結束強化に役立つはず 



 
 
 
 

非常時の水源としての利用 



非常用水としての活用 
2011年東日本大震災時、仙台では・・・ 

 
 

 
 水が足りなかった 



実際の様子 
 
                
 
 
 
 
広瀬川に給水しに来た人や給水所に並ぶ人 
http://www.hom-ma.co.jp/blog/index_42.html 



 
広瀬川，給水所から遠い地域に住む人にとってとても不便 
 
水の運搬に必要な車も，ガソリン不足のため利用できず 
 
  
           

 
 

近場に用水路があれば便利だったはず… 



災害時の用水路利用の可能性 
 
衛生面の向上が期待できる 
  水洗トイレを流す水として・・・ 
    →震災時水不足からトイレを我慢する人が多い 
      それによる健康被害も報告されている 
      (エコノミークラス症候群) 
   
  生活雑用水として 
   ・軽い洗濯物をする 
   ・体をふく程度には使える 
 

 



ちなみに……最初にあげたプランだと 
 四ツ谷用水の流量が5000㎥/dayなら 

 
 

 一人当たり生活用水使用量は 
                 およそ300l/day=0.3㎥/day 

 
 つまり、平常時の15000人分 

 
 八幡小学校の学区人口は約14000人 

 
  地域住民の生活用水としても十分な量 

 
 



まとめ 
四ツ谷用水の（部分的）復活によって…… 

 
地域のコミュニティを深める 
環境教育にも利用可能 

 
災害時の生活用水としての利用 

 
 などなど様々なメリットが生まれる 



だから 

 

四ツ谷用水復活 

           賛成！！ 



参考 ： マニングの祖度係数 


	四ツ谷用水路復活賛成
	四ツ谷用水の歴史
	四ツ谷用水の歴史
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	仙台市ホームページより
	現在は・・・
	私たちからの提案
	水路と言うと広い水路を想像しがち・・・
	水路は幅の広いものだけではない�例えば
	例えば
	スライド番号 12
	幅・用地は今の状態でも問題ない
	仮に水路の規模を考えてみよう・・
	流量の計算
	ところで……
	同じ仙台市内、六郷掘・七郷掘は
	　
	四ツ谷用水復活が�私たちにもたらすものとは？
	四ツ谷用水路開渠化による二大メリット
	親水利用
	生活に根差した水辺空間�地域の人にとっての憩いの場��⇒地元への愛着、�⇒リラクゼーション効果
	歴史的価値のある水辺を再生させた例
	仙台市七郷堀
	スライド番号 25
	景観効果も・・・！
	地域住民の実感
	親水利用
	親水利用の付属効果として
	例として……栃木市の県庁掘
	スライド番号 31
	維持管理費の削減にもなる
	四ツ谷用水の場合
	スライド番号 34
	非常用水としての活用
	実際の様子
	スライド番号 37
	災害時の用水路利用の可能性
	ちなみに……最初にあげたプランだと
	まとめ
	だから
	スライド番号 42

